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聴き合い.学び合 う子 どもを育成す るために
-4年｢式と計算の順じょ｣の実践を通して-

森金 永 二 ※

研 究の要約

式は, r第数 の ことば｣ であるo Lたが って,威 され た式か ら具体的 な場 面に

即 した数 -Ljiや数 鼠の働係 を よみ とることが人切 で あ る｡

本実践 では,ボー ルの個数 を求め る式 をア レイ図 と結 びつ けて よみ と り自分 の

考 えを鋭明す る とともに,友達か ら説 明 され た考 えを発展的 に受 け止 め,式の よ

み方 を深 め るきっかけ と したい｡ ｢表 現 力の育l戊jに重 点 をお き, ｢聴 き合い,

学び 合 う子 ども｣の育成 を 目指 して授 業づ く りを行 った O

ke〉･words 表現力の育成

1 本実践のね らい

(1)テーマ設定の鎖〔由

グローバル化が一層進む現代社会では,多様

な価値観や 自分 とは媒なる文化や歴史に立脚す

る人々とともに様々な.lJR魅を解決 していかなけ

ればな らない｡ このような時代を生きるために

今,1'-ども連に求め られる力の繋頭にあげ られ

るのが,コミュニケーシ ョン能ノブであろ う_.

このコミュニケーシ ョン能力を学校教育に

おいて育むためには,

Q)自分 とは異なる他者 を誰識 し,軸解する

こと

②他者認識 を通 して自己0)存在を見つめ,

思考すること

③集同を形成 し,他昔 との強調,協働が測

られる括勅を行 うこと

④対話やディスカ ッシ ョン.身体表現等を

活動に取 り入れつつ止解のない親戚に取

り組むこと

などの要素で榊成 された機会や倍動の場を

意図的,計画的に設定する必要がある｡

※T剛 LJ市立芥十山小学校

聴 き合 う 学び合 う

(枠内はコミュニケーション教育推進会議解放

経過報 告より抜粋)

私は特に①③に者 巨】し,学習における友達同

士の交流に重点を置いて指導のT夫を行 うこと

はできないか と考えた｡

他者認識は,お g.いの解決方法や意見を懐き

合 うことによって増われ,話 し合い活動に 上っ

て数理的な処理のよさなどの観点を元によ りよ

い考えに高めていくことが学び合いにつ′Fがる

と考えた.

そこで ｢聴 き合い,学び合 う子 どもを育成す

るために｣ とテーマを設定 し,授業における f･

どもの挙で実現 していきたいと考えた｡

(2) ｢聴き合 う｣ ことと ｢学び合 う｣ こと

r聴 き合 う｣ とは,ただ友達の考えを閃いて

自分の考えを述べるのではない と考えている｡

友達の 考えと比べた り.自分の考えを変容 させ

た りしなが ら目と耳と心を働かせている状膿だ

と考える｡いくつかの考えを 1つの考えにまと

めるとい う ｢学び合い｣へつながる協働であるo

｢聴 き合 う｣括軌を通 して,互いの考えが向上

していく ｢学び合い｣を実現 していきたい｡

- 19 -



2 本実践における指導の工夫

研究テーマ ｢階き合い,学び合 うチビヰ､の育

成｣か ら+どもの姿を授業の具体で想定 し,描

導方法を工夫 していったp/

まず, ｢聴き合 う｣ために自分の考えをもっ

て話 し合いに臨めるように した り,話 し合いの

スキルを向 ヒするよ うにした りする指導方法を

11夫 した3

枚に, ｢学び合いの成果を自覚す る｣ために

自分の伸びを振 り返る場面を設定するなど,吹

のような指竹方法を設定 した｡

(1) 算数的活軌と閣遡提示(I)L夫

児屯にとって身近な場面である ｢兄弟で取っ

たボールの個徴を計算で求める｣問題 を設定す

る｡ 3-つ0)式を捉 ノ1七した後,ア レイ図を示 し,

そj~しぞれ どのように考えて式に表 したのか考え,

説明する算数的活動 を丁夫する｡

ソフ トU)アニメーシ ョン機能を枯m L,テ レビ

画血に映 しLLLL.して硯党に訴えた握,-I-;a)仕方を工
夫す る｡

(2)話 し合い0)させ方u)T夫

話 し合いの場LTuでは,全休で話 し合 う前に 4

人班で話 し令 う時間を設定 し,一人ひとりが 自

分の 考えを.説明する時間を保障する.

話 し合いの巾では,話 し手への指導 として,

ノー トや ワー クシー トを聴き千･に向け,式 と図

を指 さしなが ら,説明させるようにする｡その

際,珊Fllを表す話形 を慢示すろなどの支援を行

いたい｡

案外忘れがちな聴き手-の指導 として,自分

の考えと似ている点に弟 目して聴 くよう助言 し,

大咋なことは ノー トや ワークシー トにメモ させ

るよ うにする｡

円滑に話 しnLいが進められ るよ うに司会の児

塵には.話 し合いの観点や注意墳項が-1hl･:かれた

マニュアルを持たせる｡

(3)振 り返 りの工夫

自力解決の後,解決方法についての 自分の摘

出度を r◎○△ ｣の=.段階で表すようにするL,

本時のまとめでは,班や全体での話 し合いに よ

って自分の満足度がどれだけ変化 したか再度

r◎0△ ｣の三段階で表 した り,一一言感想を番

いた りして白分の伸びが 自兄できるよ うな振 り

返 りに したい｡

3 授業実践

(I) 単元名 式 と計j:._の順 じょ

(2) 目標

○ 式の扱いに関心をもち, ( )を使 って

1つの式に表 した り,具体に即 して式をよ

み取ろうとす る｡

O JLtの意 味を考え,具体に即 して式の意味

を説明することができる〈

○ 数 暇の関係 を ( )を使 って 1つの式に

表す ことができるO また, ( )を用いた

式や匹L則混合の式o)計算が正 しくできる,

○ ()を用いた式や四則混合の式の計算

の順序について珊解 している｡

(3) 単元計画 (7時間)

第-吹

第 1時 ( )を使 った式

第 2時 PTu則混合式の乗除先11について

第 3時 四州混合式の計第の順序ときより

のまとめ

第 二二次

第 1時 分配法則を中心とした計算u)きま

り

第 2時 分BLl法則な ど計算のきよりを使っ

た計算の工夫

第 次

第 1LLLl 加法 と減法の関係,乗法 と除法の関係

第 四次

第 1時 式のよみ 日 日 - ･ 【本時】
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(4)了･どもの実態

本学級の児並は,率先 して発表する児塵が約

硝 Jと憤痕な児童がやや多い｡身近な問題設定と

握,Ttの仕方の工夫により,意欲的に考える許

数的括軌を工夫 して自分の考えを持ちやすくし

たい｡また,4人班での話 し合いの仕JFを⊥)～

し,発言の機会を増や したい｡

(5)指車の実際 (第四次 第 1時)

〇本時の目標

アレイ凶をもとにボールの個数の収め方を,

itから考えて説明 した り,いろいろな式に表 し

た りすることができる｡

〇本時の展開

◎数字の書かれていない問題文のみを促,-7iL,

児藍の興味を喚起する｡

◎テ レビ画面にボールがランダムに現われて

いくアニメーションを示 し,児塵が自然にボ

ールの個数に日が向くようにする｡

◎ 木の本数が明らかになったところで,3つ

の式 A 2×6+3×6

B 6×2+6 ×3

C (2+3)×6

を提不 し,ボールの個数を求める式であるこ

とを伝える｡次に図あから囲 うを提示する｡ 3

つの式 と3つの図が関係ありそ うだと気づいた

ところで,本時のめあてを設定するようにするOめ

◎

●●●l●l●●●●･●●.●●

巨∃∃∃∃∃

弟が照のボールを,兄が白のポールを取 り

ま した 兄弟あわせて何個のボール を取った

T 問題を読んでみましょうJ 答えはいくつに

な りそ う｡

C わか りません｡

C 数字が全然書いてない問題だよ｡

T そ うですね｡数字が苫かれていませんね

では.テ レビ画血を見て下さいo

(テ レビ両面にボールが現われる画面を提示)

T どうですか｡ これなら答えが求められますか｡

C わかった｡ 30二だ｡

C 簡単だ｡

T そ うですねO この間借 じゃ簡単すぎますね｡

実は間牌の続きがあ ります｡

Aさん,Bさん,Cさんは次の式のように

答えを求めま した〔それぞれ,どのように考

(それぞれの式を捉示)

C むずか しいなあ｡

T それでは, ヒン トをあげます ｡

(それぞれの式に対応する図を提示)

c Oを線でLJBんでいるよ｡
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T 3つの式がそれぞれ どのrX]とぴった り合う

かわか りますか｡

C 式と図をつなげて考えるとできそ うO

式に合 う同を選んで,式 と図がつながる

理由を 考えよう｡

◎ア レイ1馴 こ白紬にLulき込みのできるワー ク

シー トを配布 し,式 と図をつなげて 巧.えた理

由や数値 と同のつなが りを考ズられるよ うに

する｡

⑤式のqlの数値 と岡のr卜のかこみr線をつな

げて自分の考えを表 している児LI4%を称揚す る

ことで, r7-クシー トの古きjJ-を徹底 させ る

ようにするり

T Bさんの式の 6ってどの図のどこを衷 して

いるのかな

c l刈崩のここじやないかな｡

1､ そ うですわ｡ このように式の数字が図の ど

こを表 しているのか鋭明 しながら邸由を 考

えて下さい｡

c Aさんの式の 2は,図①のこのかこみ を表

しています｡

C 図のか こみが 6つ分あるので, 2×6の×

6にな ります｡

◎話 し合いの場面では,全体で話 し合 う前に

4人班で話 し合 う時間を設定 し,一人ひ とり

が白J/)の考えを説明する時閲を保障する )こう

にす る｡

◎友だちに説明するときは式 と岡を指 さしな

が ら,説明す るよう助言する｡その際.瑚由

を表す話形を提示する｡

◎ワー クシー トに友だちの考えとn分の考え

の似ている点を書き込むよう助 言す るO

話 し合 う児竜の様子

適用間樋をす るO

◎適FfJm越にも,ア レイ図に自由に逝き込み

のできるワー クシー トを用意 し.か こみ をi好

いてから式を考えるよ う助言する｡

T 今度はこの図から●の個数 を求める式を自

分で考えてみま しょうO
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E ]::E ]●●●●●●●●●●●●
E].':耳

C 5×4です｡

T どのよ うに考えたのですかD

C 5この●が 4つ分 と考えま した.

C 4×5です｡ 4つのかこみが 5つあるか ら

です｡

(後省略)

テ レビ画面で提示 した適用問題

三 三≡ = _

◎板滋を振 り返 りなが ら式 と問のかこみをつ

なげて式を説明 したことや図か ら式を考えた

ことを話題に し,本時のまとめとする｡

(練習問鰭を した後で)

T 今 日はどんなことを考えたのかなu

C 式 と図をつなげて,つながる理由を考えま

した｡

C 図から式を自分で考えま した｡

T 式 と図をつなげるとき.どんなことが大切

で したか｡

C 式の数字が図の どこを表 しているのか 与え

るとうまく説明できました｡

C 図の中にかこみがいくつあるかを考える

式が求められ ました∩

(以下略)

4 本実践の省奏

(1)成果

自分の考えを説明する算数的活動では,問題

匙/LJTの工夫によって子どもの内発的な欲求に働

きかけ,意欲的にア レイ図 と式 をつなげて考え

る支援 となった｡

話 し合いのさせ 万の Ⅰ二大によって,話 し下と

附きTlの双方向の表現所動を促 し,司会の働き

かけにより根拠をあげて説明する支援になった ー

(2)課麟

参観 者か ら ｢帖初か ら胡 鞍が入っていたア レ

イ岡は,思考の支援にな りすぎていたU)ではな

いか｣ とい う意見があった 4/rF-/]=_0)股析で始

めか ら囲みをIut:く粥動け概 しいと考えたが,冊

助設定の仕方次第では工夫できるか もしれないC

｢話 し合いのLLJで, 『どの岡や式が答えを導

きやすいか』な ど発展的なテーマを投げかける

とより活発な話 し合いになったのでは/⊂いか｣

とい う意見もあった｡時間配分 も含めて今綬検

討 していきたい｡
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